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Figure 9: Brightness value of each speaker’s synchronicity




	場の雰囲気を感じて会話するシステム
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	場の雰囲気推定システム
	スライド番号 8
	会話の場の雰囲気と動作同期性との関係
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12

